
重 点 要 請 項 目

11月10日自治労は、鈴木総務大
臣との定例交渉を行った。この交渉
は、地方自治の確立と地方分権の
推進、またその財政確保にむけて
自治労と総務大臣で毎年行うもの。
石上委員長は、会計年度任用職
員の処遇改善や、住民が求める地
域公共サービスを提供するために
必要な人件費と行政運営の財源確
保等について要請した。
これに対し鈴木総務大臣は、自
治体が行政サービスを安定的に提
供できるよう、人件費を含めた財
源の確保と適切な対応を行う旨を

述べた。
続いて「消防職員に関する定例
協議」を行った。自治労は、医療・
救急体制の強化と消防の人員増
と、ILOからの指摘を踏まえた消
防職員への団結権付与について強
く求めた。
これに対し、総務大臣は消防職
員が救急搬送をはじめとした業務
を適切に行えるよう対応を進めて
いくとともに、消防職員の団結権
を含む地方公務員の労働基本権の
あり方を関係者の意見をよく聞き
ながら対応すると応えた。

2024
予算要求

左から、自治労本部・榎本朋子書記次長、伊藤功書記長、石上千博委員長、山﨑幸治副委員長
右下 鈴木淳司総務大臣 自治労は11月22日、総務省に対し2024年度政府予

算編成に関する要請を実施。山﨑副委員長を先頭
に、地方一般財源総額の確保をはじめ、多角化す
る行政需要に対応できる財政の充実を求めた。 自

治
体
の
財
政
需
要
に
対
応
で
き
る

地
方
財
源
総
額
の
確
保
を
求
め
る

総務省自治財政局の大沢博局長（右）に山﨑副委員長が要請書を
手交。地方財源のより積極的な確保を求めた

2024年度総務大臣定例交渉
地方自治確立のための財源確保を

こ
の
要
請
行
動
は
、
政
府
の

次
年
度
予
算
編
成
が
始
ま
る
こ

の
時
期
に
、
地
方
財
政
計
画
・

地
方
交
付
税
総
額
と
地
方
税
財

源
の
確
保
な
ど
を
求
め
て
、
毎

年
実
施
し
て
い
る
も
の
。

冒
頭
、
山
﨑
幸
治
副
委
員
長

が
「
多
角
化
す
る
今
日
の
行
政

需
要
に
対
応
し
、
市
民
生
活
の

維
持
・
向
上
と
地
域
社
会
の
再

生
に
資
す
る
予
算
編
成
と
な
る

よ
う
求
め
た
い
」
と
述
べ
た
。

具
体
的
な
要
請
項
目
に
つ
い

て
は
氷
室
佐
由
里
政
策
局
長
が

説
明
。
重
点
8
項
目（
下
囲
み
）

を
中
心
に
、
総
務
省
と
し
て
の

対
応
を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
大
沢
局
長

は
、「
地
方
財
源
の
総
額
確
保

に
つ
い
て
は
、
総
務
省
と
し
て

も
年
末
に
向
け
て
努
力
し
て
い

る
と
こ
ろ
。
人
件
費
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
が
、
政
府
の
め
ざ

す
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
財
源
確

保
は
重
要
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
地
方
財
政
が
困
ら
な
い
よ

う
、
し
っ
か
り
し
た
対
応
を
考

え
た
い
」
と
答
え
た
。

さ
ら
に
、
医
療
現
場
の
働
き

方
改
革
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

対
応
の
費
用
負
担
、
保
育
士
の

配
置
基
準
な
ど
の
課
題
に
つ
い

て
も
自
治
労
側
か
ら
要
望
を
述

べ
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

自
治
労
は
総
務
省
の
ほ
か
、

財
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
地
方

三
団
体
、
立
憲
民
主
党
を
は
じ

め
と
す
る
各
政
党
に
対
し
て
も

要
請
を
行
い
、
来
年
度
予
算
に

お
け
る
自
治
労
要
求
の
反
映
を

働
き
か
け
て
い
る
。

◎ 地方一般財源総額の維持、積極的な確保。「地
方創生推進費」1兆円の恒久財源化

◎ 公衆衛生部門の機能強化の財源確保。保健所全
体の体制強化にむけた財源措置

◎ 地方財源を活用した減税を行わないこと。所得
税、個人住民税減税の場合の減税分補てん等

◎ 地方公務員の総人件費確保等
◎ 技能労務職員の必要性を踏まえた基準財政需要

額の算定における給与費の充実
◎ 会計年度任用職員の給与改定等、処遇改善の財

源の確保
◎ 地域の医療を維持できる公立病院経営強化プラ

ンの策定等
◎ 地域医療の確保のため病院に対する財政支援の

充実をはかること等

自
治
労
大
阪
府
本
部
の
委
員

長
を
務
め
た
山
口
勝
己
さ
ん
の

著
書
が
出
版
さ
れ
た
。
橋
下
徹

元
大
阪
府
知
事
の
登
場
に
始
ま

る
「
維
新
」
が
引
き
起
こ
し
た

政
治
現
象
を
支
え
た
民
意
を
分

析
し
、
こ
れ
に
対
抗
し
た
市
民

の
15
年
間
の
た
た
か
い
を
検

証
。
こ
れ
か
ら
を
展
望
す
る
。

看
板
政
策
で
あ
る
「
大
阪
都

構
想
」
の
住
民
投
票
は
2
度
否

決
。
大
阪
万
博
、
Ｉ
Ｒ
誘
致
は

破
綻
必
至
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、「
維
新
」
の
勢
い
は
衰
え

る
ど
こ
ろ
か
、
次
の
衆
議
院
選

挙
で
は
野
党
第
1
党
の
座
を
獲

得
す
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、「
維
新
」
政
治

は
過
渡
的
現
象
と
と
ら
え
る
著

者
は
、次
に
来
る
社
会
の
鍵
は
、

市
民
の「
信
頼
」と「
自
治
」に
あ

る
と
言
う
。
冷
静
で
深
い
自
己

省
察
に
貫
か
れ
た
筆
致
は
、
強

い
説
得
力
を
感
じ
さ
せ
る
。

出
版
元
：
公
人
の
友
社

info@koujinnotomo.com
【ご注文】上記メールアドレス宛
に①お名前、②購入数、③お届
け先（ご請求先）をお知らせく
ださい。お支払いは口座振り込
み（手数料は購入者負担）です。

「
維
新
」
政
治
と
民
主
主
義

著

山
口
勝
己

過
渡
的
現
象
と
し
て
の
維
新
政
治
を

克
服
す
る「
信
頼
」と「
自
治
」

ご意見
フォーム自治労HP
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オーバーツーリズムにもひるまない

観光産業が無くなる危機さえ感じ
たコロナ禍から一転。需要と供給が
均衡を崩し「オーバーツーリズム」が
問題となり、この対策のひとつとし
て、宿泊税を財源とした環境整備が
行われています。そもそも観光産業
は、交通、ごみ収集、治安維持など
の自治体のインフラ整備があって成
り立ちます。私たちは、お客様や地域
住民からの様々な指摘や意見は次へ
のステップのための課題提起である
と捉えています。社会基盤を支える
自治体職員とサービス業最前線の観
光産業の労働者が、地域や旅行者な
どの異なる視点から互いに可能性を
引き出し、観光産業によって地域創
生・活性化をはかることが求められ
ていると思います。

自治体
観光産業

櫻田あすか会長
サービス・ツー
リズム産業労働
組合連合会は、
ホテル、旅行、
国際航空貨物等
の観光産業にか
かわる労働者の
労働組合。

エンパワメントで築き上げた公共交通の誇りサ
ー
ビ
ス
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
労
働
組
合
連
合
会
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
も
に
地
域
創
生・活
性
化
を
は
か
ろ
う

京
都
交
通
労
働
組
合
は
、
バ
ス
・
地
下

鉄
の
運
転
者
や
駅
務
員
、
事
務
、
技
術

（
車
輌
整
備
、
保
線
、
電
気
な
ど
）の
職

員
1
�5
8
3
人（
2
0
2
3
年
4
月
1

日
現
在
）
が
加
入
し
て
い
る
。
写
真

は
、
バ
ス
運
転
者
で
常
任
執
行
委
員
の

杉
本
真
彦
さ
ん（
左
）、
村
川
拓
也（
右
）

さ
ん
。

取
材
：
10
月
24
日

現
状
に
つ
い
て
京
都
交
通
労

組
の
執
行
部
は
、「
観
光
客
が

戻
っ
て
き
て
非
常
に
う
れ
し

い
」「
バ
ス
を
待
っ
て
い
る
観

光
客
を
も
っ
と
乗
せ
て
あ
げ
た

い
」「
観
光
公
害
と
い
う
言
葉

に
市
民
の
不
安
感
が
広
が
っ
て

お
り
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ

る
」
と
話
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
22

年
度
は
、
旅
客
数
減
少
に
よ
る

減
収
を
理
由
に
複
数
の
バ
ス
路

線
が
減
便
し
、
観
光
路
線
バ
ス

（
急
行
）
も
運
休
と
な
っ
た
。

旅
客
の
戻
り
を
予
想
し
た
組
合

は
、
当
局
に
ダ
イ
ヤ
の
復
活
を

要
求
し
た
が
、
先
行
き
が
不
透

明
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
23
年
度

も
減
便
・
減
休
ダ
イ
ヤ
を
改
正

せ
ず
、
人
員
を
確
保
し
な
い
ま

ま
現
在
の
観
光
客
数
を
迎
え
た
。

そ
の
結
果
、
車
内
の
大
混
雑

や
バ
ス
停
の
長
蛇
の
列
な
ど
、市

バ
ス
を
め
ぐ
る
「
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
招
く
こ
と
と

な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準

に
戻
り
つ
つ
あ
る
旅
客
数
に
対

応
す
る
た
め
、
臨
時
便
の
増
便

や
接
客
応
対
の
増
加
な
ど
、
バ

ス
運
転
者
の
努
力
で
ど
う
に
か

乗
り
切
っ
て
い
る
状
態
だ
。

こ
の
よ
う
な
未
曽
有
の
事
態

に
直
面
し
な
が
ら
も
、
日
常
的

な
利
用
者
を
確
保
し
経
営
安
定

化
に
つ
な
げ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
京
都

交
通
労
組
は
、
職
員
か
ら
利
用

者
に
感
謝
を
伝
え
、
バ
ス
や
地

下
鉄
の
ト
イ
レ
清
掃
な
ど
を
行

う
「
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
活
動
」

を
続
け
て
い
る
。
こ
の
活
動
に

よ
り
、
社
会
資
本
を
支
え
る
職

員
と
し
て
一
人
ひ
と
り
が
意
識

を
高
め
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
行
う
。
こ
の
よ
う
な

職
員
を
見
て
、
京
都
市
営
交
通

の
フ
ァ
ン
や
利
用
者
が
増
え
、

公
共
交
通
と
職
場
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
る
。

全
国
各
地
で
人
員
不
足
に
よ

る
バ
ス
路
線
の
減
便
・
廃
止
が

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
慢

性
的
な
人
員
不
足
に
加
え
、
運

輸
業
界
の
「
2
0
2
4
年
問

題
」に
よ
り
、人
員
不
足
は
戦
後

最
大
の
危
機
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

だ
。
同
業
種
内
で
人
材
の
取
り

合
い
の
激
化
が
予
想
さ
れ
る
。

現
場
の
組
合
員
は
地
域
の
た

め
に
奮
闘
し
て
い
る
。
公
共
交

通
を
守
る
人
員
・
予
算
確
保
の

た
め
に
自
治
労
70
万
人
の
力
で

国
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

平日朝10時の金閣寺。すでにこの人
だかり

京
都
交
通
労
働
組
合
の
仲
間
は
、
今
ま
さ
に
観
光
客
急
増
の
渦
中
に

い
る
。
日
本
を
代
表
す
る
観
光
地
と
し
て
旅
客
対
応
に
奮
闘
し
な
が

ら
も
、地
域
住
民
の
た
め「
く
ら
し
を
さ
さ
え
る
公
共
交
通
確
立
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

働
き
方
改
革
関
連
法
を
踏

ま
え
、「
自
動
車
運
転
者
の
労

働
時
間
等
の
改
善
の
た
め
の

基
準
」
が
改
正
さ
れ
、
2
0

2
4
年
4
月
か
ら
ト
ラ
ッ

ク
、
バ
ス
等
の
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
時
間
の
上
限
規
制
が

強
化
さ
れ
る
。

一
人
当
た
り
の
労
働
時
間

が
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

労
働
環
境
は
改
善
さ
れ
る
も

の
の
、
慢
性
的
な
人
員
不
足

の
深
刻
化
や
物
流
の
停
滞
、

コ
ス
ト
増
な
ど
の
問
題
が
発

生
す
る
。
こ
れ
を
「
2
0
2

4
年
問
題
」
と
呼
ぶ
。

ま
た
、
バ
ス
運
転
者
に
お

い
て
は
、
運
転
に
必
要
な
大

型
二
種
免
許
の
交
付
件
数
が

10
年
前
と
比
較
し
て
半
減

し
、
保
有
者
の
高
年
齢
化
も

進
ん
で
い
る
。
公
共
交
通
維

持
の
た
め
の
人
員
確
保
が
重

要
と
な
る
。

運
輸
業
界
の
「
2
0
2
4
年
問
題
」
と
は
？

組合員とじちろう共済をつなぐアイデアで共
済
！
共
済
！
と
言
わ
な
い
ア
プ
ロ
ー
チ

が
ん
治
療
の
疑
問
に
応
え
る
推
進
を

単身・共働き世帯が増加し、「働けな
くなる不安」に対応する保障へのニーズ
が高まっている。まずは、がん発生のメ
カニズムや治療法、治療費など組合員の
疑問にアプローチをすることが必要だ。
がんと他の傷病の違いは、①保険金・
共済金が出ない入院や手術を伴わない治
療があること②再発や転移により治療が
長期化すること③三大治療法（手術・薬
物・放射線）があり、治療が多岐にわた
ることなどがあげられる。
公的保障等の適用により一般的ながん
治療は1回あたり「100万円以内」。団体生
命共済のがん特約は廉価な掛金で、100万
円の一括給付が可能な制度だ。共済！共
済！と制度ばかり主張せず、組合員の知
りたいことに応え、推進につなげよう。

共済推進を一歩前へ
自
治
労
は
11
月
21
日
、
第
9
回
じ
ち
ろ
う

全
国
共
済
集
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
集
会

は
、
共
済
推
進
運
動
に
よ
る
組
織
強
化
・
拡

大
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
塚
原

哲
さ
ん
の
全
体
講
演（
詳
細
左
）に
続
き
、
5

単
組
か
ら
取
り
組
み
事
例
報
告
が
あ
っ
た
。

報
告
で
は
、
組
合
員
が
保
障
相
談
会
に
参

加
し
た
く
な
る
仕
掛
け
、
マ
イ
カ
ー
共
済
更

新
時
を
き
っ
か
け
と
し
た
加
入
拡
大
、
採
用

前
説
明
会
で
の
組
合
説
明
に
よ
る
先
手
必
勝

の
取
り
組
み
、
育
児
休
暇
中
の
組
合
員
向
け

個
別
相
談
会
の
設
定
、
組
合
加
入
の
メ
リ
ッ

ト
の
伝
え
方
な
ど
、
組
合
員
と
共
済
を
つ
な

げ
る
た
め
の
創
意
工
夫
に
あ
ふ
れ
た
地
道
な

共
済
推
進
活
動
が
紹
介
さ
れ
た
。

2
日
目
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
を
講
師
に
、「
保
障
相
談
に
役
立
つ
ス
キ

ル
の
習
得
」「
組
合
員
を
惹
き
つ
け
る
話
法
」

「
共
済
活
動
を
通
し
た
人
材
育
成
」「
人
生

1
0
0
年
時
代
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」の
分
科

会
に
分
か
れ
、
学
習
を
深
め
た
。

生
活
経
済
研
究
所
長
野

所
長

塚
原

哲（
つ
か
は
ら

さ
と
し
）

Ｃ
Ｆ
Ｐ
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

×
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